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今日の予定

14:00 挨拶と趣旨説明

14:10 前島先生のお話（その１）と質疑応答

～ヌクレオソームの構造を中心に～

15:00 前島先生のお話（その２）と質疑応答

～クロマチンドメインを中心に～

15:40 これからの高校教育のあり方について

16:00   終了



http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2016/12/27/1380902_1.pdf

コンテント
ベースから

コンピテン
シーベースへ

2030年の世界を
見据えて・・・



◆次期学習指導要領 「主体的・対話的で深い学び」

◆「教科書の内容を教師が一方的に教える」スタイルからの脱却

Teaching から Learning へのパラダイムシフト

◆ 「問いを見出す」をキーワードに

＜？＞ から ＜！＞ を

これからの教育に求められること



教科書はすべて正しいのか？（ヌクレオソームの構造を題材に）

改訂D社 改訂J社

改訂K社



旧T社 改訂T社 改訂T社（スタンダード）

教科書はすべて正しいのか？（ヌクレオソームの構造を題材に）

旧S社 改訂S社



30nmのクロマチン繊維は存在しない
（ http://www.cell.com/cell-reports/abstract/S2211- 1247(12)00389-0 ）

生命誌研究館ウェブサイトより
http://www.brh.co.jp/seimeishi
/journal/073/research_1.html

教科書はすべて正しいのか？（ヌクレオソームの構造を題材に）



皆さんと考えたいこと

• 教科書に書かれていることとは違った内容の論文があることを知った時、

皆さんはその論文を生徒に紹介しますか？

• 紹介するとすれば、どのように紹介しますか？

• 新学習指導要領では、「何を学ぶか」だけでなく「何ができるようにな

るか」を見据え「どのように学ぶか」にも重点を置くことが強調されて

います。

そのために、教科書の内容をどのように扱えばよいか？そのことを考え

る機会にできればと願っています。


